
FAXまたはメールにてお申し込みください　※個人情報は目的以外に使用しません。

FAX :048-749-1218 E-ma i l :goto@kannet-sai.org
必要事項・希望する項目に記入又はチェックをお願いします。

氏　　　名

所　　　属

住　　　所

TEL/FAX ／

E - m a i l

昼食について（希望する場合にチェック）

学食を利用（日替わり定食）330円（税込）

※学食をご利用の場合、代金は学食でお支払いください。

見学コースについて（希望する場合にチェック）

エコキャンパスコースを希望（定員100名）

新しい村コースを希望（定員40名）
※当コースは、分科会「里山と生きもの保全」とセットになっています。

※昼食後、プログラム記載の所定の位置に集合ください。

分科会の参加について（いずれかにチェック）※各定員40名
エコ住宅

環境教育

ごみ問題

身近なエネルギー

里山と生きもの保全　※見学会「新しい村コース」とセットになっています。

交流会について

交流会に参加します（2,000円程度）※交流会費はご負担ください。（当日集金します）

※事前準備の都合上、申込締切を過ぎてのキャンセルは、キャンセル料がかかりますのでご注意ください。

第5回 低炭素まちづくりフォーラム in 埼玉 申込用紙

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター（認定特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉）
〒330-0074　埼玉県さいたま市浦和区北浦和5-6-5　埼玉県浦和合同庁舎3階　　TEL：048-749-1217　FAX:048-749-1218　URL:http://www.kannet-sai.org/

問い合わせ

第5回 低炭素まちづくりフォーラム in 埼玉

このフォーラムは低炭素社会の実現に向けて、ワークショップやパネルディスカッションを通じて、現代のライ
フスタイルを見直すとともに問題や課題を発見し今後の取組へと繋げます。さらに埼玉県地球温暖化防止活動推
進員及び県内の環境団体・企業・学生の情報交換、交流、研修及び政策提言の場とします。

当フォーラムは、環境省「平成26年度地域での地球温暖化防止活動基盤形成事業」の一環で行います。また、公益財団法人サイサン環境保全基金の助成を受けています。

主催：第5回低炭素まちづくりフォーラム in 埼玉実行委員会
共催：日本工業大学、埼玉県地球温暖化防止活動推進センター（認定特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉）

後援：埼玉県、宮代町、宮代町教育委員会、特定非営利活動法人宮代水と緑のネットワーク

11月６日
（木）まで

申込締切
2014年11月15日（土）日 時
日本工業大学　学友会館ホール、他会 場 300円報告書代

宮代町の「農」のあるまちづくりの推進拠点「新しい村」と、 
さいたま緑のトラスト保全第５号地の「山崎山」の雑木林です。 
新しい村は屋敷林や土水路など宮代町の原風景を残した空間です。 
宮代産の新鮮野菜や町内の特産品を販売する直売所のほか 
江戸時代の水田開発を今に伝えるほっつけ（堀上げ田）、市民農園、 
ハーブ園などがあります。隣接する山崎山の雑木林とともに、 
宮代町の豊かな自然と「農」の恵みを満喫できる場所です。 
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スクールバス発着所
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2014 年 4月 1日改正

新白岡駅前スクールバス案内・時刻表

東武動物公園駅
大学発町バス 町バス駅　発時
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東武動物公園駅

西口

至栗橋（東武日光線）

至久喜（東武伊勢崎線）

至春日部

森山商店

埼玉りそな銀行

新しい村

セブンイレブン

歩行者は『学友門』、
自動車は『正門』から
お入りください

ファミリーマート

宮代生鮮市場

学友会館

学友門

日本工業大学
進修館

酒味

旧西口ロータリー

乗車券販売
（改札前ファミリーマート）

スクールバス発着所

学園台二丁目

天神門 正門

東武東武津公園駅・西口から
徒歩：14分
スクールバス、タクシー：5分

※スクールバスのご利用には乗車券が必要です。
　詳細は「スクールバス運行情報」のページをご覧ください。

東武動物公園

プログラム

➡

9：30～9：45 挨拶・祝辞
柳澤　章 氏（日本工業大学　理事長）・榎本　和男 氏（宮代町長）

9：45～11：00 基調講演（学友会館ホール）
「涼しさを感じる街づくり～Passive Urban Design～」
成田　健一 氏（日本工業大学　建築学科教授、教務部長）
▶講師プロフィール
工学博士（昭和62年、広島大学）。専門は都市域の熱環境・風環境、建築環境工学。
1997年に日本工業大学建築学科助教授となり、その後、建築学科教授、教育研究推進室長を経て現職。
社会的活動として現在も東京都港区環境影響調査審査会委員等を務める他、建築・都市・環境に関する
著書多数。

11：00～11：45 昼食
※�学食を利用することも可能です。学食利用の場合は、時間短縮のため、申込用紙欄で事
前にお申込みください。

11：50～13：20 見学会（キャンパス内、新しい村）
※2つのコースから選ぶことができます。11:50　工業技術博物館前に集合ください。

13：30～16：30 分科会
5つの分科会を開催します。希望の分科会にお申込みください。

17：00～ 交流会（アルテリーべ）
希望者は、校内カフェで交流会を行います。交流会費（2,000円程度）はご負担ください。

▪エコキャンパスコース� （定員100名）
　エコ大学ランキング2年連続1位（私立部門）のエコ
キャンパス。その環境保全への取組等を学びます。
　また、明治初期からの歴史的な工作機械を動態保存・
展示した工業技術博物館等を見学します。

▪新しい村コース� （定員40名）
　日本工業大学から新しい村に続く遊歩道を歩きなが
ら、宮代町の自然が残る豊かな里山を体感します。
※移動後、新しい村の中にある「村の集会所」で分科会
を開催します

※「東武動物公園駅」及び「新白岡駅」からスクールバスを運行しています。
※バスの運行時間は変更する場合があります。
※スクールバスご利用の場合、学生様優先でお願いいたします。
※スクールバスご利用には乗車券（片道100円）が必要です。
　乗車券販売所でお買求めください。
 「新白岡駅」からお越しの際は、右図をご確認ください。⇒
詳細は日本工業大学ホームページをご確認ください。

http://www.nit.ac.jp/guide/

見学コース

➡

学内案内

➡

分科会の紹介

➡

アクセス

➡

エコ住宅 ～ゼロ・エミッション住宅を目指して～ （2号館181教室）

ゼロ・エミッション住宅を目指し、住宅のリフォームに焦点をあてます。住宅における省エネの見える化を
図りつつ「低炭素まちづくり」を皆さんと共に実現するための分科会です。そのため多方面でご活躍の方々
をパネラーとしてお招きし、考え方や現状での課題、問題点を整理し私たちができることを考えます。

環境教育～環境教育がもたらす日本の未来～ （学友会館会議室A）

地球温暖化をはじめ、さまざまな環境問題が深刻化する中で、環境教育の重要性がますます高まっていま
す。しかし一方でどう環境教育を行っていけばいいのか、どう取り組んでいけばいいのか、試行錯誤で
行っているのが現状です。学校や地域でこれから環境教育をどう行っていけばいいのか。宮代町の取り
組みを参考に、大人と子ども達と一緒に考えます。

ごみ問題 ～市民が主役のごみの発生抑制とリサイクルを考える～ （学友会館会議室B）

ごみの排出に伴う環境負荷は、毎日の生活において身近な問題です。市民の意識や行政のごみの資源化
は進んできましたが、未だ問題は山積です。今回は「市民ができる家庭ごみの処理」に的を絞り、県東西
の都市化地域における活動３事例を紹介します。４Ｒの実践による「ごみゼロ社会づくり」を目指し、講師を
交えて一緒に語り・考えます。

身近なエネルギー ～もっと、目を向けよう身近なエネルギー！～ （2号館271教室）

身の回りには、太陽の熱や光・風力・水力・地熱・地中熱等々膨大なエネルギーが充満している一方、
識者によると人類はその１％も利用していないとのことです。それらを有効に使う事がこれから益々求めら
れます。身のまわりにどのようなエネルギーがあり、どう使えば良いか「しかも手軽に」等々を参加者と一
緒に考えます。

里山と生きもの保全 ～さあ！みんなでこれからの自然環境を見つめ直そう！～ （新しい村集会所）

緑のトラスト保全5号地「山崎山」雑木林と周辺の自然環境をフィールドワークで体験します。大宮台地と低
地が接する田園地域の原風景、江戸時代中期の開墾当時を残す「ほっつけ」(堀上げ田)を見学、自然観察
と散策をしながら自然環境の保全・保護することの大切さや楽しさ、課題などを皆で考えます。


